
永年勤続表彰をして頂きあり

がとうございました。パート、

常勤、夜専、常勤と家庭の状況

に合わせて勤務の調整をして頂

き、周囲の方々の支えのおかげ

でここまで続けてこられたと感

謝しています。これからも初心

を忘れず、仕事に

取り組んでいきた

いと思っています。

よろしくお願いし

ます。

永年勤続表彰を頂き、ありが

とうございました。この10年、

諸先輩方や同僚に助けられ、働

き続けることができました。看

護師として、石井病院が最初で

最後の職場になるべく、これか

らも健康第一に仕事とプライベ

ートのバランスを

保ちながら、前向

きに頑張っていき

たいと思います。

この度永年勤続表彰を頂きあ

りがとうございました。事業開

始から10年、大きな事故もなく

成長した子供達を送り出すこと

が出来たのも、多くの方の支え

があったからこそと心から感謝

すると共に、これからもより一

層邁進して行きた

いと思っておりま

す。

この度は表彰して頂きありが

とうございました。パートより

旧石井病院、じんけいクリニッ

クと現在まで仕事ができている

のは、周りで支えて下さった方

々のおかげと感謝しています。

今回、己の入院手術を経験し、

初心に戻り、患者、家族の立場

、気持ちに寄り添

い、感謝の気持ち

を忘れないように

頑張っていきたい

と思います。

この度は永年勤続表彰を頂き

ありがとうございます。入職当

初は何もわからず無我夢中でし

たが、多くの方の支えもあり、

とても充実した日々を過ごすこ

とができ、気が付けば10年が過

ぎていました。これからも皆様

のお役に立てる

よう努力し、地域

医療に貢献してい

けるよう頑張りた

いと思います。

医療法人社団 仁恵会 平成30年度「永年勤続表彰式」を行いました
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仁恵会グループでは、永年勤続表彰制度を設け、勤続10年、20年に達する正職員を対象に、永年にわたる貢

献・功績に感謝し、賞状並びに記念品を贈呈しています。

この度、9月3日（月）の全体朝礼後、平成30年度「永年勤続表彰式」を挙行し、勤続10年を迎えた石井病院

の職員5名が表彰され、石井院長との記念撮影を行いました。

当グループでは、今後も全職員の技術向上、教育に取り組み、地域に貢献できる医療・介護を提供すべく人材

育成に努めて参ります。

● 永年勤続職員の方々より、一言メッセージを頂戴しました。

石井院長と共に：５階ベランダにて

リハビリテーション科

理学療法士 宿利原 雄二

2階病棟

看護師 迫 芳子

外来

看護師 近藤 由佳

しあわせ保育所じんけい

保育士 廣瀬 玲鈴

2階病棟

看護師 佐藤 佳奈恵



10月より 内科・リハビリテーション科 外来診療枠が増えました

10月5日 金曜日より、「内科・リハビリテーション科 黒川 達人 医師」の診療枠が増え、

水曜日 午前診 と 金曜日 午前診 の2枠になりました。

当院では、リハビリテーション科（PT/ST/OT）を中心に様々な職種が連携し、脳血管疾

患・運動器疾患・呼吸器疾患・心血管疾患など、幅広い疾患に対応しています。

特に摂食嚥下障害に対するリハビリテーションにおいては、安全の確認、的確な訓練をす

るためにVF検査（X線透視下で飲み込めるかを調べる）等を行っています。

入院では、365日対応の回復期リハビリテーション病棟を始め、急性期から慢性期まであ

らゆる時期に応じたリハビリテーションを提供し、患者様をサポートしています。

また、通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションなど、在宅へ戻った後の維持期

の患者様にも継続してサービスを受けて頂けます。

リハビリに関するお悩み、ご相談があれば “ 黒川医師 ” の外来を受診して下さい。

じんけいクリニック ヘルパー、看護助手の業務について
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透析患者様に対して“歩行などの介助を行う”のがヘルパーの重要な仕事です。

朝、「送迎バス」で来られる患者様を送迎運転手と共に院内に誘導し、更衣

室又はベッド（2階 透析室）までご案内します。その後、透析室の看護助手と

ヘルパーが協力して下記の流れで業務を行います。

＜基本的な１日のスケジュール＞

① 体重測定（透析前）

② 透析に使用する医療器具の消毒・洗浄・滅菌

～ 透析開始 ～

③ 物品の整理・補充

④ 食事の準備

⑤ 体重測定（透析後）

⑥ ベッドメーキング

※ 火・木・土曜日は、シーツ交換やベッド

周りの清掃等の環境整備をします。

⑦ 透析に使用する医療器具の消毒・洗浄・片付け

透析が終わり始めると、ベッドメーキングをしながら体重測定、片付け、歩行等の介助を並行して行います。

この間が看護助手の仕事で最も忙しい時間帯となり、透析後の患者様の体重測定をお待たせしてしまうこともあ

りますが、ご了承いただきますようお願いいたします。

透析終了後は、介助の必要な患者様を１階までお連れし、ヘルパーと送迎運転手が「送迎バス」の車席にご案

内します。

透析患者様は長期にわたり継続して通院されるため、出来る限りストレスを軽減し、より良い環境で治療して

いただくために、私たちヘルパー、看護助手は、常に患者様に寄り添い、心のこもった業務を行うことを心がけ

ています。

（ヘルパー・看護助手）

（④ 食事の準備） （⑥ ベッドメーキング）

日本リハビリテ
ーション医学会
認定臨床医
くろかわ たつひと

黒川 達人


